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危険から始まる安全工学(HBSE)に基づく安全設計 [No.4] 
 

危険源を特定するための手法としてエネルギ－追跡法(UHIM)を使って、漏れのない危険源の同定を 

行うことは効果的ですが、対象となる製品によっては、例えば、小型機械・装置、検査・計測機器などは

明らかに危険源が何であるか、またその危険エネルギ－が危険状態、事象になるか、一見して把握で

きるものがあります。 
 
それらの製品に対して、エネルギ－追跡法(UHIM)の考え方で危険源を特定することは、もちろん必要

となりますが、実際のリスクアセスメントでは、簡易的な方法で対応することが現実的かと思われます。 
その具体的な方法は、ISO 12100:2010に記載されている危険源の例（チェックシ－ト）とハザ－ドマッ

プ、及びエネルギ－追跡法(UHIM)の複数手法を取り入れた使い易いものにする必要があります。 
 
リスクアセスメントの目的は、危険源とその危険な状態・事象を特定して適切な保護対策を行うことが 

目的ですから、その手法にこだわることなく、総合的な観点でアプロ－チすることが重要です。 
 
（１） 対象製品の違いによるリスクアセスメント（危険源の同定） 

   リスクアセスメントは、製品（機械装置・機器など）を開発するメ－カ－が行う場合とその製品を現場で 

使用するユ－ザ－が行う場合、また対象分野の特性、規模によってそのアプロ－チに違いが考えられ

ますが、今回は産業分野の開発段階における機械装置・機器を例にして、それらの違いによるリスクア

セスメントの対応方法について、以下記載します。 
 

1) 検査･計測機器 （Inspection Measuring Equipment） 
 危険源が、比較的簡単に特定できて危険のひどさの度合いが小さい製品（検査･計測機器） 
   https://www.jemima.or.jp/ 
 
 一般に検査･計測機器は、ラボ環境で特定の教育されたユ－ザ－が使用されて、リスクアセスメント

は、その危険源が比較的明確であって、その対策も規格要求に従って対応していれば、製品の安全

性が確保されるものが多いことが特徴です。 
    

最近の傾向として、EU指令(CEマ－キング)などの法規制・規格としての要求には、リスクアセスメント

の実施が強制され、コンプライアンスとしての対応が義務化されて、その記録（リスクアセスメントレポ

－ト）も必須要件となっています。 
http://fujisafety.jp/files/case/JS4-No8.pdf 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 検査･計測機器の例 
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2) 機械システム装置・設備 （integrated System Machine） 
危険源が多く、それらの特定が比較的困難で危険ひどさの度合いが大きい製品（機械システム） 

 http://www.jmf.or.jp/ 
 
主に産業用の中・大規模な機械･装置、又はシステム設備として使用され、教育・訓練されたユ－ザ－

が使用するのが原則で、危険エネルギ－が大きく、内在する危険状態が露呈（暴露）した事象の場合に

は 大きな被害が発生する可能性があるのが特徴です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 設計段階におけるリスクアセスメント（危険源の同定） 
1） リスクアセスメントの例 

一般的にリスクアセスメントは、ISO 12100:2010の原理・原則に従って、附属書B(Annex B, Table B.1)

の危険の例（Examples of hazards）を活用して、実際の危険源の同定と見積を行っています。 

       http://fujisafety.jp/files/case/JS4-No4.pdf 

       http://fujisafety.jp/files/case/JS4-20171030.pdf 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械システム装置の例 

機械装置（成形機） リスクアセスメント（ISO 12100）の例 
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1) ハザ－ドマップとエネルギ－追跡法を活用したリスクアセスメント 

開発段階の図面によってリスクアセスメントを行う場合、実際の完成品をイメージできないために 

危険源を見落としてしまう可能性があります。 

 

危険源の同定をしやすくなるように、危険源（危険電圧・可動部など）は機械のシステムブロック図  

などで図式化してエネルギ－追跡法(UHIM)を含めて対応することで、より確実な危険源の特定するこ

とが可能となります。 

 

     【実例を活用した演習】 

      次頁(5/6)の｢機械システム装置のハザ－ドマップ(実例)｣を基に危険源の同定を行ってみましょう。 

       ※結果（例）は、次回 [No.5]で記載予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ⅱ次エネルギ－[E-Ⅱ] 

力学的エネルギ－ 

【機械的リスク*巻込･挟込】 

① 

② 

③ 

■Ⅰ次エネルギ－源[E-Ⅰ] 

空圧エネルギ－【機械的リスク】   

① 

② 

③ 

■Ⅰ次エネルギ－源[E-Ⅰ] 

電気エネルギ－【感電リスク】   

① 

② 

③ 

■Ⅱ次エネルギ－[E-Ⅱ] 

熱エネルギ－ 

【火傷･火災リスク】 

① 

② 

③ 

■Ⅱ次エネルギ－[E-Ⅱ] 

流体エネルギ－ 

【機械的リスク*破裂･飛散】 

① 

② 

③ 
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■Ⅲ次エネルギ－[E-Ⅲ] 

音エネルギ－ 

【騒音リスク】 

① 

② 

③ 

■Ⅲ次エネルギ－[E-Ⅲ] 

振動エネルギ－ 

【振動リスク】 

③  

② 

③ 

■Ⅱ次エネルギ－[E-Ⅱ] 

放射･光エネルギ－ 

【放射リスク】 

① 

② 

③ 

■Ⅲ次エネルギ－[E-Ⅲ] 

化学エネルギ－ 

【有害物質リスク】 

① 

② 

③ 

■Ⅲ次エネルギ－[E-Ⅲ] 

運動･位置エネルギ－ 

【機械的リスク】 

① 

② 

③ 

■Ⅲ次エネルギ－[E-Ⅲ] 

蓄積エネルギ－ 

【爆発･引火リスク】 

① 

② 

③ 
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機械システム装置のハザ－ドマップ(実例) 

■Ⅰ次エネルギ－源[E-Ⅰ] 

 電気エネルギ－【感電リスク】 

■Ⅰ次エネルギ－源[E-Ⅰ] 

空圧エネルギ－【機械的リス

■Ⅱ次エネルギ－[E-Ⅱ] 

放射･光エネルギ－ 

【放射リスク】 

■Ⅱ次エネルギ－[E-Ⅱ] 

力学的エネルギ－ 

【機械的リスク*巻込･挟

■Ⅱ次エネルギ－[E-Ⅱ] 

熱エネルギ－ 

【火傷･火災リスク】 

■Ⅱ次エネルギ－[E-Ⅱ] 

流体エネルギ－ 

【機械的リスク*破裂･飛

■Ⅲ次エネルギ－[E-Ⅲ] 

振動エネルギ－ 

【振動リスク】 

■Ⅲ次エネルギ－[E-Ⅲ] 

運動･位置エネルギ－ 

【機械的リスク】 

■Ⅲ次エネルギ－[E-Ⅲ] 

化学エネルギ－ 

【有害物質リスク】 

■Ⅱ次エネルギ－[E-Ⅱ] 

熱エネルギ－ 

【火傷･火災リスク】 

■Ⅲ次エネルギ－[E-

Ⅲ] 

音エネルギ－ 
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3) リスクアセスメント実施の５つのポイント 

 

①  安全に対する基本方針を策定して組織的な運営を行うこと。 

1. メ－カ－は、ユ－ザ－の立場に立った設計･製造に努力すること。 

2. ユ－ザ－は、メ－カ－に使用上の安全情報を提供して現場で使える安全対策に努力すること。 

 

 

 

 

 

 

 

② 源流管理を重視して計画的に実施すること。 

1． デザインレビュ－の実施 

2． 設計変更による継続的な見直し 

 

 

 

 

 

③ リスクアセスメント（ISO 12100:2010）の考え方を充分理解すること。 

1. 機械の安全原理・原則とは何かについて理解すること。  

2. リスクの同定と発生頻度の見積方法を具体的に習得（実機サンプル等）すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 重要な危険源を見落とさないこと。 

1. ハザ－ドマップの使用 

2. エネルギ－追跡法の活用 

  

 

 

 

 

⑤ 安全対策のための技術と向上を図り、共有すること。 

1. 安全規格の要求内容の把握と技術の習得 

2. 設計現場、又は作業現場への安全対策の確実な反映 

 


